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　（H）は在來の法則で，△＝1，r＝1の瓢に直しナこ彗星の光度等級を表は
す、最後の行に（H）の二値が與へられて居るが，明るい光度に相論するも
のは一毅に旧記期間の初めに，暦い方のものはその終りに齪測されたもの
である．
　上表よりわかる檬に，エンク彗星に点ては，各回瞬毎に光度の本質的の
激化はなかつナこ様iに思はれゐ．
　實際，種々の理由から，彗星の質量は絶少し，終には一壷εして保ち得
す，分割するか或は全く分散して終ふのであらうU’れさも，HoletSchekの
示しナこごっの例は次の結論に導く．三十回以上の公韓に於て，何等かでも
光輝の本質的な攣化が登見される程には，一・meに彗星の生命は短くない．
馨9．　彗星のスペクトル
　彗星のスペクトルの元治は太陽や他の恒星のそれに比べて遙かに少い．
して唯最近二十年間に於て撒個の明るい彗星のスペクトルについて面心の
観測が残されて居るに過ぎない．併しながら，1910年に彗星スペクトルに
關するEow】er教授の有名な論文が公にされて直島，殊に尾のスペクDレ
について急激な進歩を見ずこ、
　彗星のスペクトルは普通，大別して二種に分けられる．一つは明るい線
及びバンror　c，あって，彗星自身の輝ける瓦斯艦に起源し，他は連綾スペク
トルであって，主ミして太陽の分散光，反射光に起因する．勿論，これら
二つのスペクトルが申しも同一の彗星に同時に見えるε云ふのではない，
例へばモーアノ、ウス彗星には連綾スペクトルは観測されなんだ．
　叉彗星スペクトルに於ける強さの分布が，常に一定ではないε云ふ事は
よく知られナこ三位で，實際，彗星が太陽に近づいて行く時，あるバンドはそ
の張さを壇し，他のバンドはその強さを四つる．
7410．明るい線及びバンド・
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　彗星のスペクトルには大して憂り種はない様に思はれる．で通常知られ
て居る線及びバンドは次の如きものである，
　　　　　（A）　炭素iスペクトルC‘スワン，，バンド）
　炭素のスペクトルは彗星スペクトル中，：普通なものN一つで，古來殆ん
さ全べての彗星に槻測されて居る．例へばBrooksの彗星では第一のグル
ープ（5954A－6188）を除いて，カーボン・バンドの全べてのSerlesが
存在して居テこし，1910年の・・レイ彗星には第四（4679－4727）及び最後（436
5一・一4381）のグループが見出されて居る．C一バンドの存在はその他Borelly’s
（1902），DaniePs，（1907），　MOrehouse’s，1910a　及び以下の小彗星にも多
くの報告が残って居る．
　スワンeバンドは叉，“hydrocarbon　”bandsミも云はれ，その起源は未
だ確かでない様である，Fowlerによれば彗星には炭化水素は存在して居ら
ぬらしいE云ふ．この詮が今では一般に認められて居る様に思ふ．
　　　　　　　　（B）　　　シャン。スペクト．ル
　シャン・バンドも彗星のスペクトル中に最も普通に見られるもの・一つ
で，大きな近日瓢距離を持つナこ，暗い彗星にも襯測されて居る，3881Aに
あるCNバンドは通常，彗星のスペクbル中潮も輝ける線である．
　こNに注意すべきは，炭素及びシャン・バンドは鞭虫の頭部のスペクト
ル中にのみ見出された，尾部に面前びて居らない．
　　　　　　　　　（C）　窒素のスペクトル
　これはひろく彗星に見らるXスペクトルであるが，訂しも登見されて居
らない．例へばハレイ彗星やブルシクス葺星に見えナこxS云ふ報告は出て居
らぬ．
　モウア・・ウス彗星は窒素スペクトルのよい例で，これにつきPluvinel及
びBaldetの云って居る所を引用すればL………それ故に我々は窒素のカ
ソード・スペクトルがこの彗星のスペクトルによく見えナこミ云って誤りな
いε思ふ　してこの瓦斯は頭部には尾部にも同じく豊かに存在して居った
様に思はれるε附言して置かう．」
　　　　　　　（D）　ナ5リウム・スペクトル
　ある彗星にD線の見えて居ったε云ふ事はすつミ以前から報告されて居
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る．してこれは太陽の近傍で著明になった．1882年の大彗星，ブルックス彗
星（1911）及び1910aはこれが好例である．H．　F．　NewaUは1910a彗星の核，
エンベロブ及び側部に黄色部に頗る強い像（ナトリウム）を観測して居る．
　　　　（E）　一酸化炭素の“high　pnessure，’バンド
　Fowlerにより初めて見出されh，このバンドは，放電がやつε通ずる程
の心力の高い（用みた管中で約1・OOmm）細管中に或は又約2Qmm歴の太
い管の陰極上に見ゆるスペクトルの著明な特徴である．
　i彗星中に“高歴”バンドの存在して居るだらうE云ふ事は）・4737Aに始
まる青のスワン・グループ中の最も光の強い鮎が暫々468邊に記録されて
居るε云ふ事實により噌示される．この解繹を支持するには，Fowlerにな
らって，ボレリイ彗星（1903）及び彗星1910aの爲眞にミつたスペクトル
（Deslandres）を参照すればよい．次の表中括弧内の数は見積りの強さであ
る，
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　λ543にある，，high　pres＄ure”バンドも存在して居るだらうε云ふ事は又
時々記録されて居る．例へば，i彗星1881工II（Copeland）やブルックスi彗
星（Wright）の電界なさが恐らくそうであっkのであらう．
　今日の所まだ，高塵スペクトルの紫色及び黄色バンドの存在をうかs？へ
る様な彗星の観測はない．
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　　（F）　尾スペクトル或は“Low－pressure　”CO．バンド
　同じくFowlerにより護見されナこ（1910）一酸化炭素の“四則”バンド
は，観測に足りるだけの光輝を離なつ最低の歴力（約0．01ヨリ0．005mm）の
下に放電をさす待，察間に著しく獲淫し，同1寺に陰極線の紫外バンドを俘
ふ．
“tail　bands　”のシリースは彗星の尾のスペクトル中に最も特異なもので，
尾を有っ殆んさ全べての彗星に観翻されて居6．輝ける雲は，頭部より來
るのではあるけれ♂，一度尾部に到れば，最早や頭部S同じスペクトルを
示さない．して此の故に，尾のスペクトルには，シャンのバンドも炭素の
輻射も見出されないのである．Eは云へ，頭部に“尾バンド”の存在して
居kのは時々記録されて居る．例へばモウアハウスやブルックスの彗星の
場合がそうであった．
　夏にFowlerは興味深い事を指適して居る．モウアハウスの尾部のスペク
トルを，實験室で作る様な眞下戸中に於ける一酸化炭素の密度よりは，鴨
る大彗星の尾を形成せる瓦斯の密度は遙かに小さいに違いない．さなけれ
ば，この彗星の全質量はεても信ぜられない程大きく出て挙る，太陽に等
しい艦積を持つ瓦斯罷がO．005mm塵にある一酸化炭素の密度を持って居
るεするならば，その質量は地球の質量の約500分の1になる．して或る
彗星の尾は明かに太陽の何千倍ε云ふ禮積を占めて居る．
　此の早早の一傘を説明するには，他の色々の考察からも示される様に，
尾が稀薄になつずこ瓦斯の濡満して形成されナこものε考へすに，中央に室部
があるか又は薄い瓦斯の笹垣は流れから出願て居るミ考へればよい．勿論・
蓬かに密度の低い瓦斯鎧が何等かの原肥によって，彗星の光輝を生じ得る
かも知れない．けれさも密度が著しく低下されナこ時にも，同じスペクトノレ
を呈するや否やは俄かに断定を許さないのである．
　上記の如く，彗星のスペクbル中の輝線及びバンドは，一般に，炭素‘
シャン，窒素，ナトリウム及び一一me化炭素に蘇朝すべき五種のスペクFノレ。
シリースご，未だ正確にはその起源を知り得ない或る輻射から成立って居
る．
　シャン及び炭素バンドはYJI部のみに，併し殆んε亡べての彗星に見えて
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居る．窒素は寧ろ例外的ではあるけれ曹も彗星全膿にそのスペクトルを示
して居る元素であり，ナVリウムのD線は詰る彗星の頭部に観測されて
居るけれさも，尾部に存在せるやは疑しい。二三の彗星に鐵及びその他の
金属のスペクトルだらう：ε思へるものが記録されて居る．”低墜”に於け
る一酸化炭素のスペクトλは特に尾部に於いて最も著しいものであり，“写
歴“に於けるものも恐らく存在して居るのであらう，
馨ll．蓮績スペクトル
　Wrightによれば，彗星の核の示す連綾スペクDレの著しい特gy　Sして，
）3883Aにあるシャン・バンドの近くで先づ終り，スペクトルの赤の方の
部に比較的光が張い様に思はれる、1910σ彗星の揚合がこれで，ハレイ彗
星の時もそうであった．
　この連綾スペクトルの大部分が太陽の反射光或は分散光であるKS云ふ事
はフラウンホープエル線が赤の部よりも青や紫の部に著しく現はれて居る・
事により示される．實際，太陽のスペクトルに於ける様に，Hβ，4985A，bグ
ループ及びHTの如き強い線が彗星のスペクトルを通じて現はれて居る．
この故に彗星の連理スペクトルの大部分は太陽の分散光町は反射光こ見て
誤りないであらう．こXに参照しk事實は，核に於いて太陽光線を分散する．
彗星の粒子の大きさに關する問題に一つの支持を持つものεして大切であ
る，今の所我々は連績スペクトルに關する精密な知識を持って居らないの
で，調車1こ極めて一般的な結論を導けるに過ぎない．併しながら，室の光は3
880Aを越へて紫部にすっε延でて居る．只次第にその張さを滅じて居る
に過ぎない，從って太陽光線を分散し反射する町中の粒子は，地球の大氣中
で同じ峰岡をなして居る粒子よりもナこしかに大きいに相違ない．観測事情
の許すかぎり．分散された太陽光線の強さの曲線を見積れば，ナこしかに彗
星の核を形成する要素的粒子の最：小町均値を定められるに役立つであらう．
　甲線を件はすに，純量な四二スペクトルのみを示す彗星は少くεも近頃
の観測には殆んさない例である．上記の如く，充分に観測される明るい彗
星はi連綾スペクトルご同時にブラウンrk　一フエル線を示し，さもなければ，
モウアハウス彗星の場合の様に，蓮績スペクトルは全然見出されて居らな
い・併しながら，この連言スペクトルの一部が彗星自身の光に丁丁して居
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るのは殆んさ疑の鯨地がない．
彦12，木陽よりの距離による．彗星ス，ベクトルに於ける強度分祐の愛化・
　18821及1882∬の彗星のスペクDレに於て，ナトリウムのD線が，彗
星の太陽に近づくにつれて著しく明瞭になり，太陽より遽ざかるにつれ
て，色々の輝線が凋帯して終って後迄もD線は長く残って居っナこが，一方炭
素バンドは此の時却って著るしくなって來たε云ふ事をCopeland及び
Lohseが初めて観測して居る．この憂化はテ／ピカルな愛化であるε信ず
べき條がある．して近日馳距離の小さい彗星は先づ第一にスワン・スペク
トルを示し，ついで太陽に近づくにつれてナトリウム線を最後，に太陽に
最も近づける時，歎個の金属線，特に鐵のスペクトルを示して早るε云ふ
のが一一般の傾向の様に思へる．
　テイル・バンドは，普通，彗星が太陽に近づくにつれてその強さを喰す。
例へばブルックス彗星についてs．vsechsviatskyは書いて居る．　L九月十
日（1911）のスペクトルではこの輻射は甚だ弱かったが，CN及Cバンドは甚
だ明るかつk，九月三十日には4548，4270に於ける尾の像を40迄も追
跡できた，十月二日の爲踏板ににこの像は最：もよく嚢逃し，5σに迄達して
居った］
　同じ彗星で，シャン・バンドにつきWrightの注意して居る所は，テn
ル・バンドを除き4：00　Aより4075Aの間にあるバンドのグ］v・・一プは彗
星が太陽に近づくにつれて比較的明るさを減じナこが4215にあるシャン’
バンド及び4195にあるバンドは遙かに強くなつナこ．
　この太陽距離による，彗星スペクトルの攣化は，併し何れかε云へば，
初めから期待さるべき事である．何εなれば一一般に天腱のスペクトルはそ
の化學的構成の如何により異るよりは寧ろ四園の歌況，特に温度及び剛力
に左右されるものであるから．
§15．彗星の光の源泉・
　彗星の光の一部が反射され，分散された太陽光線に蹄帯する事は確かで
ある．けれ＄も同時に，種々の理由から見て，鉾星自身も光を放って居る
に相蓮ない，
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　彗星の月光の藁の源泉が何であるか未だ確定的に知るを得ない．古く、は
彗星のスペクDレを電氣的に起因するものミ見徹す傾向があっナこ，Fowler
教授は彗星スペクトルに關する彼の有名な論文の末尾に云って居る，L…・・t
我々の實繊室に於てスペクbルを作る方法から見て，稀薄な瓦斯が彗星
の頭部或は太陽から都営される員に荷電せる粒子により光輝を得る霊考へ
てもよい様に思はれる．實際Deslandresは彗星モウアハムスや極光のスペ
クトル中に，窒素のネガティブ・バンドが現れて居るのはカソード・レイ
或は之に類似の光線が實際に太陽により放躰されて居る事を示すものでは
ないかε考へて居る，併しながら此の考へによれば，彗星の尾部に於ける
瓦斯罐が我が地球の大氣の上居に於ける稀薄な瓦斯艘よりもカソードeソ
aにより多く敏感なるにあらすんば，極光がもつε絶えず現るべきではな
からうか．彗星の尾の方向は，主ミして太陽の斥力により決定されるので
あらう．併しその光は主Sして彗星の頭部に起因する電氣的影響により起
るのではなからうか・Newall教授は尾の光は，既に遊星間の室間に分散し
て居る瓦斯を急速に通過する丁丁擾される微粒子により作られるのではな
からうかミ暗示して居るが，之も亦注意深き考察を必要ミする，
　叉Fountainが指摘して居る様に，彗星中に瓦斯艦ミ限星塊ミ共に存在
して居る限りは，例へば種々の揚所により重力の場の異る爲に起因する様
な，彗星の形の憂国は多少なりミも三石ε瓦斯εの間に摩擦をかもすに相
違ない．すれば熱が獲生して，元々固形物質の反射光によりてのみ目に見
えた彗星はそれ自身の瓦斯のスペク1・ノレ線を示し始むるミ考へられるかも
知れない．
　併しながらこれらの暗示はその根嫁する所明り深くなく，何れも一般に
ひろく認められては居ない、Bohrによれば輻射は，電子が或る高い軋道か
ら内部の懸道に移迭される時に，量子の形に於いて原子から放射される。し
て叉我々は，KirchhQffの法則より，瓦斯は任意に與へられナこ條件の下に，そ
の吸押し得る輻射を放射する事が出來る，換言すれば原子がその激口歌艦
に費す時間は原子のみによる定藪であるミ云ふ事を知って居る．然らば彗
星が太陽の輻射によO激獲され，その彗星及び四園の物理的條件に特有な
波長を放射するε云ふ事は可能ではなからうか，勿論實際の彗星の丁合に
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は，事態は蓬かに錯綜せるに相違ない．第一彗星のスペクトル中には，分子
或は化合物に起因せる多くのバンドが存在して居る．けれさ・5やはり此場
合にも彗星の自光は主εして共鳴りにより生するミ云ふ假説は特用される．
　i彗星に於ける如く極端に稀薄になった瓦斯艦はその粒子間の衝突により
眞正に輝いて來る程充分に温度高くはなり得ないε考へるのは一町であ
る．そこでこの冷い彗星が太陽に近づいて彫るミ考へて見よう．すれば彗
星は太陽よりそれに落ちる光の中その駄艦に相刑した光を吸牧し得るであ
らう．併しながらその初めに於ては太陽輻射の貧弱なるε彗星の温度の低
いために，吸牧及び放射は僅少なものであらう．して吸牧された光の一部
は熱に攣るべく，かくして彗星の温度は上昇し初むるに相蓮ない，更に太
陽に近づけば，この共鳴の過程は，太陽輻射の彊さの増加ε彗星の温度の
上昇εにつれて盆々頻繁になり，我々は稀薄な彗星が温度輻射を出して居
るのを見るであらう．
　勿論この過程が實際の彗星に起るためには，彗星中の物質が太陽輻射に
撲擢的に感じ得る檬な物理的駄艦にあり，且輻射の密度が充分高くなる迄
太腸に近づく事が根本的に必要である．
　實際Wrightは彗星1910　aの尾のスペクトル中にナトリウムの共鳴
輻射を観測して居る．一方K，Schwarzschild及びE．　Kronはノ・vイ彗星
の尾の光輝の減少して行く撫が大部分尾の密度の低下により説明されるの
を見て主張して居る，L我々の結果は，若し我々が彗星の尾に於ては太陽輻
射により激騰される螢光或は共鳴の輻射のみを見て羅るξ假閉するなら
ば，直ちに説明される．1何こなればL斯くの如き光のf，t績（三日間）が尾に
於ける物質のエネルギーより考へられるεは思はれない．］
　さて若しも彗星が共鳴の光線により輝けるEの假定にして正しεすれば，
彗星の光度やスペクトルが太陽に近づくにつれて急激に攣る事や，尾部ε
頭部の間のスペクDレの差異は容易に詮明されるであらう．更に又Newall
の考へて居る様に，彗星スペクトルの互に類似して居るのを説明するナこめ，
太陽の周園にシャンの存在を假物する必要もない．何εなれば彗星の化學
的構成や物理的歌態はお互に左まで隔ナこる事なかるべく，叉彗星スペクト
ルの間の少しの差異は個々の間の僅な差異により説明されるであらう．
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　　彗星の自光に關する以上の考へ方も，．併しながら，亦全く思索的である．
從って此の問題もやはり當分の間此の程度で打切るより仕方がない．併し
ながら私には，彗星の光ば高温の故によるのではなく，外部の作用により
言い彗星の中に激嚢される輻射の結果であらうε考へるのは一番吟興らし
く思はれる．して，かるが故に，彗星の自光の問題は瓦斯への減算，換言
すれば尾の登生の問題ε共に解決されるのではなからうか．（未完）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新しい星の友より
　　去る1925年二月のPopular　Astronomy［：Pt戸市外のMillmanなる人がアメIJ
力攣光星會（A・A・．V．　S．　O．）の終身會員になり歪書報告されてる7こので．「．誰だ
らう」IS　7．其の當時不審［：思ってみたが，其の後，昨1926年四月のガナダのロー
ヤル天文學會雑誌（Journal　of　Royal　Astronomlcal　Society　of　Canada）1：，同じ
雌のミ〉レマン氏カミ。；Observation　of　Mars　ill　Japan，，なる言已事々と1薯し’て居られろ・
それで・何εかして其の人fP知り71い亡思ひ，種々苦心の宋，紳戸の本會員R・
Schofield氏から，「豊橋市にミ，ン々ンtいふ宣教師が居る」電いふ事な聞き，直ち
に手紙准賦しアこ・そして我が同好會た紹介し7こ．tころが可なり長い月日¢．後・下
の如き手紙が＝926年12月150に月来カナダから來て，総ての事が判明し71．（山本）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nov．　r4th，　ig26
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　McMaster　Ave．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toronto，　Canada
bear　1’rofessor　Yamamoto　：　一
　　　1　received　your　lcind　letter　tlie　other　day．　［　guess　you　are　wondering　why　I
have　not　answered　before　thi＄．　Perhaps　it　will　explain　the　matter　when工tell　you
that　I　am　noユonger　living　in　Japan　but　in　Canada　and　thus　the　letter　had　to　be
forwarded　to皿e．
　　　Thank　you　very　much　for　your　invitation　to　join　your　society．　1　am　very
sorry　that工did　not　know　about　it　while．Iwas　in∫apan　fQr　I　should　have　cQns：i－
dered　it　a　great　honour　to　belong　and　£ound　great　pleasure　in　attending　t’ne
meetings．　However工a皿afraid　that工’am　too　far　away　at．the　present　time．
　　　Iwas　teaching　for　a　while｛n　some　of　the皿iddle　schools　of　Kobe　and　O．saka
but　Iユeft．　Japan　oneアear　ago．　My　statenユent　thユt工had　lived　I　7　years　in　Japan
may　have　been　misleading　as　1　was　a　very　small　child　when　1　first　came　to　Japan
and　grew　up　there．　±My　father　is　a　missionary　living　in　ToyohashL　1　became
interested　in　Astronomy　while　very　young　and　have　1〈ept　up　tlie　study　and　a　few
years　ago　1　became　a　life　member　of　the　A．A．V．S．O．　At　present　1　am　takii］．．cr．
an　Astronomical　course　at　the　University　o£　Toronto　and　expect　to　work　in　s・ome
observatory　when　I　leave　the　upiversity．　A亡present　I　am　worlくil〕9．ullder　1）rofesttQr
Chant　whom　perhaps　yon　have　heard　ott．
　　　1　would　be　yery　gl．ad　to　hear　from　you　of　the　progresg．　o£　’Astronomy　in　Japan
from　ti皿e　to　time．　A工though　I　can　speak　Japanere　fairly　well　I　am　afraid　that　I
cannot　read　well　enough　to　understand　a　scientific　magazine　clearly．　As　1　have
spent　the．　greater　part　of－my　iife　in　Japan　it　seems　more　like　my　natlve　land　thani
Canada　and　my　dream　is　that　some　day　1　may　see　my　way　clear　to　going　back
to∫apan．　In　that　case　I　would　hnve　an　oppertuni亡y　of　meeting　you　which　I
gre，tly　regret　missirg　when　1　was．in　Japan．　1　ivas　in　Kyoto　h’equently　visi，t’ing
some　of　my　friends．
　　　1　wish　your　association　the　greatest　success　and　may　the　cause　of　Astronomy
ever　aclvance．　X／X’e　are　all　worl〈ing　toxv：u’ds　the　same　end　both　in　America　and　i　n
iapan　and　in　cooperat’ion　do　we　get　the　best　re：ults．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yours　veoy　sincerely
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P，　M，　Mi］lman　（sigpecl）
